
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。

※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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東証REIT指数 2,092.94 1.21% 0.19% 1.41% 26.04%

＜ご参考＞
TOPIX（東証株価指数）

2,001.18 ▲0.05% ▲1.82% 5.42%
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マーケットの動き（2021年10月25日～10月29日） 東証REIT指数、TOPIXの推移
（期間：2020年9月30日～2021年10月29日）

コロナ禍で1年以上が経過し、業容拡大に向けてオフィスを増やそうとする動きも出始めてい
る一方で、定期借家契約が多い大企業からの解約の動きが国内リート市場の重しとなりそうで
す。しかし、緊急事態宣言の解除によりホテルや都市型商業施設を中心に業績の回復が期待さ
れるほか、物流施設は良好な事業環境が続いており、住宅は底堅い値動きを予想しています。
日銀の低金利政策が続く中、利回りを求める資金は引き続き多いとみており、公募増資の増加
が予想される中でも需給の緩みをこなしながら東証REIT指数は底堅く推移すると予想します。

国内各種資産利回り
2021年10月29日時点

24.23%

投資環境見通し（2021年10月）

騰落率

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
10月29日

東証REIT指数は底堅く推移

先週の国内リート市場は、前週末比で上昇しました。
衆議院選挙を週末に控え様子見姿勢が強かったものの、米国長期金利の低下や米国株
式市場の最高値更新を好感し、東証REIT指数は前週比1.2％の上昇となりました。
セクター別では、オフィスセクターや、住宅セクター、商業・物流等セクターが総じ
て上昇しました。
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